


















要約 

労働環境要因が女子従業者のreproductive healthに及ぼす影響がどのようであるかにつ

いて文献検索を行った。その結果,種々の職場要因(化学物質および物理的因子)が自然流産

や先天異常の risk factors として疑われていることが判明した。先天異常のモニタリング

における異常発生要因の調査にあっては,これらの因子の影響についても十分配慮される

べきであると考える｡ 


